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令
和
６
年
度
事
業
計
画
決
定

～
平
和
の
語
り
部
事
業
取
組
な
ど
～

県
連
盟
で
は
、

月

日(
金
）

3

15

に
理
事
会
、
同
じ
く

日
（
火
）
に

26

評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審
議
・
決

定
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推
進

県

遺

族

通

信

並
び
に
国
立
の

戦
没
者
追
悼
施
設

建
設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、

各
界
代
表
の
岡
山

県
護
國
神
社
参
拝

（
３
）
市
町
村
に

お
け
る
慰
霊
祭
等

の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持
の
実
施

（
５
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰

霊
行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊

行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す

る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族

代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
の

実
施

⑥
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨

帰
還
事
業
、
政
府
及
び
日
本
遺
族

会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
及
び

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者

拡
大
の
要
請

（
２
）
特
別
弔
慰
金
の
継
続
に
向
け

た
要
望
活
動
の
展
開

(

３
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し

県
単
位
の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会

な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研

修
会
や
女
性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、

曾
孫
等
の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤
「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、

日
本
遺
族
会
発
行
の
「
日
本
遺
族

通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
平
和
の
語
り
部
活
動
へ
の
取
組

①

戦
争
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
遺

族
が
、
青
年
部
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
記
憶
を
伝
承
し
て
い
く
中
で
、

遺
族
会
活
動
を
次
世
代
に
継
承
。

②

語
り
部
事
業
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
平
和
の
語
り
部
の
発
掘

・
育
成
や
平
和
祈
念
館
で
の
語
り

部
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
。

③

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
部

の
会
」
の
企
画
・
実
施

（
３
）
財
源
の
確
保

①

公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期

間
等
を
見
据
え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、

各
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
４
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す

る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら

し
の
妻
へ
の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら

し
遺
族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

４

岡
山
平
和
祈
念
館
の
運
営

（
１
）
岡
山
平
和
祈
念
館
は
、
戦
争

と
平
和
を
考
え
る
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
く
学
校
関
係
者
や
県
下
各

界
各
層
に
対
す
る
広
報
活
動
を
実
施

（
２
）
遺
影
（
写
真
）
及
び
遺
品
の

受
付
・
展
示

県
遺
族
代
表
者
大
会
開
催

月

日
（
土
）
に
岡
山
市
立
市

11

25

民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
岡
山
県
戦
没
者

遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
。
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
六
百
三
十
人

の
遺
族
代
表
が
参
加
し
て
、
総
理
等

の
靖
國
神
社
参
拝
の
定
着
や
令
和
６

年
度
政
府
予
算
案
の
概
算
要
求
に
計

上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
項
目
の
完

全
実
現
な
ど
を
議
決
し
た
。
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ః
和
е
К
慰
霊
大
ך
ࠄ
の

ٴ
̷
۴
ఫ
ܶ
ঘ

日
本
遺
族
会
で
は
、
൐
年
６
া
23

日
に
బ
ಐ
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
బ
ಐ
਴
和
࿕
ൢ
慰

霊
大
行
ਤ
」
の
参
加
者
を
൳
ૐ
し
て

い
ま
す
。

■
਋
৑

６
া

日
（
ଅ
）
␚

日

22

24

（
া
）
２
ຠ
گ
日

■
೛
ຠ

ຏ
ೱ
市
内
の
঍
ॸ
ル

■
申
込
ഁ
જ

া

日
（
স
）

4

26

■
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

ڳ
１-

１
ڳ
５)

ま
で

7

戦
没
者
遺
؂
の
ࠂ
՝
એ
৺

の
⛉
⛫
の

Ѕ
৺
߷

D
N
A

࡙
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、

༓

D
N
A

定
に
よ
り
戦
没
者
の
ご
遺
෗
の
ମ

元
を
特
定
し
て
ご
遺
族
ष
ନ
൬
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ठ
遺
೏
品
等
の
ু
ෳ
か

り
資
મ
の
な
い
ご
遺
෗
に
つ
い
て

も
、
令
和
گ
年

া
１
日
か
ら
は
、

10

༓
定
対
଴
地
域
を
ఁ
大
し
て
申
ட

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
戦
没

地
が
分
か
ら
な
い
場
合
も
申
ட
で

き
ま
す
。
）

■
対
଴
地
域

硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
బ
ಐ
、
ᄈ
୬
、
旧
९
連
等

（
旧
९
連
、
ঔ
ン
०
ル
）
、
タ
イ
、

中
部
୬
਴
ஞ
地
域
（
क़
ग़
ー
ク
島
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
ツ
バ
ル
、
ト

ছ
⑁
ク
諸
島
、
ঃ
ছ
オ
諸
島
、
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ॼ
諸
島
、

ও
ঞ
চ
ン
島
）
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ঀ
ঔ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
९
ロ
ঔ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

■
申
ட
で
き
る
方
、
申
ட
方
১
、

費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
の
঍
ー
঒
ঌ
ー
४
を
ご
༮
い

た
だ
く
か
、
同
省
঺
会
・
援
護
局

事
業
課

戦
没
者
遺
෗
༓
定
௓
ਤ

஼(

ઉ
通
ਗ਼
ਵ
：

-

0
3

3
5
9
5

-
)

ष
お
問
い
合
わ
せ
下

2
2
1
9

さ
い
。

ԅ
の
ʜ
ர
╾
ః
和
е
૚
Ћ
╗

～
̠
ٵ
ږ
౮
඼
׭
ͥ
の
ಇ
～

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
の
ట
வ
ත

子
（

歳
）
さ
ん
は
、
先
の
大
戦
に

95

ল
ྲ
し
た
兄
の
遺
品
の
਽
ຢ
を
৫
け

る
こ
と
な
く
大
જ
に
৳
ଵ
し
て
い
ま

し
た
。

ৈ
ೡ
と
な
り
、
自
分
に
も
し
୦
か

あ
れ
य
こ
の
਽
ຢ
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
と
ਞ
に
な
り
、
地
元
遺
族
会

の
人
に
ু
஫
っ
て
も
ら
い
、
਽
ຢ
を

৫
け
ま
し
た
。
中
に
は
、
ঀ
ー
ト
や

ু
໩
な
ど
に
加
इ
、
ল
ྲ
す
る
৐
ఽ

に
છ
い
た
છ
が
گ
ූ
ো
っ
て
い
ま
し

た
。「
元
ਞ
で
や
り
ま
す

達
者
で

や
れ
よ
」
な
ど
と
છ
か
れ
、
ੇ
族
を

ઓ
う
ਞ
੅
ठ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
આ
年
ڴ
া
ۃ
ڽ
ۀ

岡
山
ଣ
ଛ
局
に
਄
り
上
げ
ら
れ
ご
ோ

ੴ
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
ઓ
い
ま
す

が
、
岡
山
਴
和
࿕
念
ை
に
こ
の
છ
を

ఞ
贈
し
て
い
た
だ
き
、
展
ં
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
ਟ
ை
の
੠
に
は
छ

ひ
ご
༮
い
た
だ
け
れ
य
と
ઓ
い
ま
す
。

（
਴
和
࿕
念
ை
で
の
展
ં
状
ய
）

ࣈ
௅
ږ
ࢇ
౹
۴
৙
੗
ې

令
和
５
年

া

日(

স)

に
ಠ

10

13

ഢ
市
市
ড়
会
ை
に
お
い
て
、
遺
族

ら
஛
百
ે
名
が
参
ഔ
し
、
令
和
５

年
度
ಠ
ഢ
市
戦
没
者
追
悼
ૄ
が
৫

催
さ
れ
ま
し
た
。

ଏ
৐

ৎ
に
৫
ૄ
、
国
స
ผ
๼

10

に
ਢ
き
ஶ
霊
に
༷
ᒧ
、
ట
藤
ಘ
織

市
長
が
ૄ
ോ
を
஽
स
ら
れ
た
。
ਢ

い
て
、
大
া
௏
一
岡
山
県
遺
族
連

（
ట
東
市
長
に
よ
る
৫
ૄ
の
ോ
）

盟
理
事
長
を
は
じ
め
ਟ
ᇙ
の
追
悼

の
ോ
が
あ
り
、
遺
族
代
表
と
し
て

同
市
遺
族
連
合
ੈ
৮
会
の
井
上
晴

夫
会
長
が
、
ເ
୲
਴
和
実
現
の
た

め
ৡ
を
๳
く
す
຺
を
࿐
っ
た
。

ज
の
৏
、
参
ഔ
者
代
表
ら
が
献

୨
を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
ጽ
福
を

お
࿕
り
し
ま
し
た
。

ʜ
आ
ͥ
の
੼
┹

␯
令
和
６
年
５
া
␰

日

県
戦
没
者
ஐ
ఛ
慰
霊
ມ
（
県

5

護
ᚷ
神
঺
）

日

県
護
ᚷ
神
঺
ஐ
ఛ
慰
霊
大
ມ

6
（
県
護
ᚷ
神
঺
）

~

日

合
同
ଢ଼
ఊ
会
（
山
ઠ

28

29方
એ
）

␯
令
和
６
年
６
া
␰

␚

日

బ
ಐ
਴
和
࿕
ൢ
慰
霊

22

24大
行
ਤ

␯
令
和
６
年
ڳ
া
␰

␚

日

県
連
盟
慰
霊
ଢ଼
ఊ

16

17
（
၃
ᚷ
神
঺
・
ৗ
ృ
段
会
ை
）

␯
令
和
６
年
ڴ
া
␰

日

全
国
戦
没
者
追
悼
ૄ
（
日

15

本
૱
੊
ை
）

Ⓟ
ఘ
ܶ
֍
л
Ⓠ

日
本
遺
族
会
の
「
਴
和
の
ୁ
り
部

事
業
」
に
国
の
予
઴
が
付
き
、
全
国

の
遺
族
会
で
਄
組
ि
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
০
৏
、
皆
様
方
に
本
県
の

方
ଉ
等
に
つ
い
て
、
ਃ
会
を
ኇ
इ
て

お
ં
し
を
し
た
い
と
અ
इ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
੍
援
、
ご
ੈ
ৡ
方
よ
ろ

し
く
お
ൢ
い
し
ま
す
。（
ੜ
本
）

ట
ূ
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お
慶
び

～
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～

令
和
５
年
度
の
援
護
事
業
の
功

労
者
と
し
て
、
岡
山
県
遺
族
連
盟

か
ら
、
次
の
４
名
の
方
が
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

■
三
宅
禎
浩
（
岡
山
県
遺
族
連
盟

副
理
事
長
）

■
山
下
桂
正
（
同

副
理
事
長
）

■
岡
本

忠
（
同

理
事
）

■
井
上
晴
夫
（
同

理
事
）

受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
多
年
に

わ
た
っ
て
、
県
連
盟
、
各
遺
族
連

合
会
の
役
員
と
し
て
、
組
織
の
充

実
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
遺

族
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
援

護
事
業
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
心

か
ら
、
お
礼
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
は
県
下
５
遺
族
連
合
会
５
名

の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳
（
本
年

は
大
正

年
生
ま
れ
）
の
長
寿
を
達

12

成
さ
れ
、
地
元
遺
族
連
合
会
を
通
じ

て
お
よ
ろ
こ
び
状
と
記
念
品
を
贈
り

慶
祝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら
し
妻

の
皆
様
（

名
）
に
は
、
慰
問
文

10

と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め
し

ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達

成
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
栗
元

清
子
（
妻
）：
岡
山
市
中
区

藤
原
西
町

■
松
下

重
子
（
妻
）：
岡
山
市
東
区

瀬
戸
町
大
内

■
江
本

静
子
（
妻
）：
津
山
市
神
戸

■
野
川

守

（
弟
）：
真
庭
市
蒜
山

下
長
田

■
秋
山
き
ぬ
ゑ(

妻
）：
勝
田
郡
勝
央

町
黒
坂

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
て
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
事
業
は
、
令
和
７
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

た
だ
し
、
下
段
の
実
施
予
定
地

域
以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
：

万
円

10

■
付
添
者
：
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
が
遺
児
に
同
行
す
る
場
合

は
、
旧
戦
域
で
の
旅
行
費
用
（
実

費
）
に
対
す
る

分
の
１
補
助
が

3

国
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（

:

T
E
L

-
-

）
ま
で
。
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■
実
施
予
定
地
域

令
和
６
年
度

慰
霊
巡
拝(

政

府
主
催)

の
ご
案
内

令
和
６
年
度
の
厚
生
労
働
省
主

催
の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
中
国

東
北
地
方(

旧
満
州
地
区
全
域
）
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ

リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
イ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
第
１
次
、

第
２
次
）
、
硫
黄
島
（
第
１
次
、

第
２
次)

、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
慰
霊
巡
拝
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
子
ど
も
福
祉
課
援
護
班

（

:
-
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0
8
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に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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お
慶
び

～
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～

令
和
５
年
度
の
援
護
事
業
の
功

労
者
と
し
て
、
岡
山
県
遺
族
連
盟

か
ら
、
次
の
４
名
の
方
が
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

■
三
宅
禎
浩
（
岡
山
県
遺
族
連
盟

副
理
事
長
）

■
山
下
桂
正
（
同

副
理
事
長
）

■
岡
本

忠
（
同

理
事
）

■
井
上
晴
夫
（
同

理
事
）

受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
多
年
に

わ
た
っ
て
、
県
連
盟
、
各
遺
族
連

合
会
の
役
員
と
し
て
、
組
織
の
充

実
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
遺

族
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
援

護
事
業
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
心

か
ら
、
お
礼
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
は
県
下
５
遺
族
連
合
会
５
名

の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳
（
本
年

は
大
正

年
生
ま
れ
）
の
長
寿
を
達

12

成
さ
れ
、
地
元
遺
族
連
合
会
を
通
じ

て
お
よ
ろ
こ
び
状
と
記
念
品
を
贈
り

慶
祝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
没
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一
人
暮
ら
し
妻

の
皆
様
（

名
）
に
は
、
慰
問
文

10
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、
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慰
め
し
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し
た
。
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次
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お
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す
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岡
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蒜
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友
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

～
岡
山
市
で
開
催
～

日
本
遺
族
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
、

月

日
（
火
）、

10

17

18

日
（
水
）
の
両
日
、
岡
山
市
の
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
。
来
賓
の
上
坊
勝
則

岡
山
県
副
知
事
や
江
本
公
一
県
議
会

副
議
長
を
は
じ
め
、
日
本
遺
族
会
の

水
落
敏
栄
会
長
、
各
県
の
会
長
、
遺

児
代
表
、
女
性
部
長
、
青
年
部
長
な

ど

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

46会
議
は
地
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
の

大
月
理
事
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

議
題
と
し
て
は
日
本
遺
族
会
の
「
組

織
継
承
３
年
計
画
」
に
つ
い
て
、
同

会
の
細
貝
洋
子
広
報
担
当
課
長
か
ら

説
明
、
続
い
て
徳
島
県
の
濵
女
性
部

長
か
ら
同
計
画
の
柱
で
あ
る
「
平
和

の
語
り
部
」
の
事
例
発
表
が
あ
り
、

そ
の
後
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
各
県
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

「
今
後
の
遺
族
会
の
運
営
」
や
「
平

和
の
語
り
部
事
業
」、「
忠
魂
碑
の
管

理
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
岡
山
縣
護
國
神
社
の
正

式
参
拝
、
続
い
て
岡
山
平
和
祈
念
館

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大

78
会
に
参
加

令
和
５
年

月

日(

木)

、
東
京

12

14

の
自
由
民
主
党
会
館
で
、
全
国
の
戦

没
者
遺
族
代
表

名
が
参
集
し

3
4
6

て
、
第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

78

が
開
催
さ
れ
、
令
和

年
度
政
府
予

6

算
に
要
望
事
項
が
完
全
実
現
す
る
よ

う
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
県
連
盟

か
ら
は
、
大
月
理
事
長
を
は
じ
め
７

名
の
役
員
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

本
県
参
加
者
は
、
地
元
選
出
自
民

党
国
会
議
員
に
対
し
、
同
大
会
の
決

議
事
項
が
実
現
す
る
よ
う
、
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た

活
動
の
結
果
、
最
重
点
要
望
事
項

で
あ
り
ま
し
た
「
平
和
の
語
り
部
事

業
」
が
新
規
に
予
算
化
さ
れ
る
な
ど
、

概
ね
要
望
に
そ
っ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
岡
山
県
の
補
助

に
よ
り
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を

人
の
参
加
を
得
て
、

月

日

67

11

8

（
水
）
か
ら

日(

金)

の

泊
３
日

10

2

の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
の

月
９
日(

木)

に
は
、

11

午
前

時
か
ら
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

11

に
建
立
さ
れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
、

来
賓
と
し
て
木
村
俊
之
岡
山
県
知
事

代
理
、
小
倉
弘
行
岡
山
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事

代
理
、
照
屋
守
之
県
議
会
副
議
長
、

糸
満
市
長
代
理
、
我
部
聖
寿
沖
縄
県

遺
族
連
合
会
会
長
ら
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、「
岡
山
の
塔
」
沖
縄
並
び

に
南
方
諸
地
域
岡
山
県
出
身
戦
没
者

追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
月
健
一
県
連
盟
理
事

長
が
式
辞
を
延
べ
、
続
い
て
岡
山
県

知
事
や
県
議
会
議
長
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

女
性
部
・
青
年
部
研
修
会

の
開
催

～
「
平
和
の
語
り
部
」
学
ぶ
～

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
１
月
23

日(

火)

に
岡
山
市
内
で
、
女
性
部
員

や
青
年
部
員
な
ど

名
の
参
加
を
得

37

て
、「
令
和
５
年
度
岡
山
県
遺
族
連

盟
女
性
部
・
青
年
部
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
大
月
理
事
長
の
「
今

回
は
、
女
性
部
と
青
年
部
の
合
同
で

の
研
修
会
で
す
の
で
、
両
部
の
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
」
と
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
波
多

女
性
部
長
、
江
本
青
年
部
長
の
挨
拶

と
続
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
日
本
遺
族
会
の
細
貝

洋
子
広
報
担
当
課
長
に
お
越
し
い
た

だ
き
、「
戦
後

年
に
向
け
た
組
織

80

継
承
３
カ
年
計
画
」
と
そ
の
柱
で
あ

る
「
平
和
の
語
り
部
事
業
」
に
つ
い

て
、
熱
心
か
つ
具
体
的
に
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
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ら
、
お
礼
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
は
県
下
５
遺
族
連
合
会
５
名

の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳
（
本
年

は
大
正

年
生
ま
れ
）
の
長
寿
を
達

12

成
さ
れ
、
地
元
遺
族
連
合
会
を
通
じ

て
お
よ
ろ
こ
び
状
と
記
念
品
を
贈
り

慶
祝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら
し
妻

の
皆
様
（

名
）
に
は
、
慰
問
文

10

と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め
し

ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達

成
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
栗
元

清
子
（
妻
）：
岡
山
市
中
区

藤
原
西
町

■
松
下

重
子
（
妻
）：
岡
山
市
東
区

瀬
戸
町
大
内

■
江
本

静
子
（
妻
）：
津
山
市
神
戸

■
野
川

守

（
弟
）：
真
庭
市
蒜
山

下
長
田

■
秋
山
き
ぬ
ゑ(

妻
）：
勝
田
郡
勝
央

町
黒
坂

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
て
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
事
業
は
、
令
和
７
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

た
だ
し
、
下
段
の
実
施
予
定
地

域
以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
：

万
円

10

■
付
添
者
：
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
が
遺
児
に
同
行
す
る
場
合

は
、
旧
戦
域
で
の
旅
行
費
用
（
実

費
）
に
対
す
る

分
の
１
補
助
が

3

国
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（

:

T
E
L

-
-

）
ま
で
。
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■
実
施
予
定
地
域

令
和
６
年
度

慰
霊
巡
拝(

政

府
主
催)

の
ご
案
内

令
和
６
年
度
の
厚
生
労
働
省
主

催
の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
中
国

東
北
地
方(

旧
満
州
地
区
全
域
）
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ

リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
イ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
第
１
次
、

第
２
次
）
、
硫
黄
島
（
第
１
次
、

第
２
次)

、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
慰
霊
巡
拝
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
子
ど
も
福
祉
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
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)

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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岡
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。
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岡
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

～
岡
山
市
で
開
催
～

日
本
遺
族
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
、

月

日
（
火
）、

10

17

18

日
（
水
）
の
両
日
、
岡
山
市
の
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
。
来
賓
の
上
坊
勝
則

岡
山
県
副
知
事
や
江
本
公
一
県
議
会

副
議
長
を
は
じ
め
、
日
本
遺
族
会
の

水
落
敏
栄
会
長
、
各
県
の
会
長
、
遺

児
代
表
、
女
性
部
長
、
青
年
部
長
な

ど

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

46会
議
は
地
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
の

大
月
理
事
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

議
題
と
し
て
は
日
本
遺
族
会
の
「
組

織
継
承
３
年
計
画
」
に
つ
い
て
、
同

会
の
細
貝
洋
子
広
報
担
当
課
長
か
ら

説
明
、
続
い
て
徳
島
県
の
濵
女
性
部

長
か
ら
同
計
画
の
柱
で
あ
る
「
平
和

の
語
り
部
」
の
事
例
発
表
が
あ
り
、

そ
の
後
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
各
県
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

「
今
後
の
遺
族
会
の
運
営
」
や
「
平

和
の
語
り
部
事
業
」、「
忠
魂
碑
の
管

理
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
岡
山
縣
護
國
神
社
の
正

式
参
拝
、
続
い
て
岡
山
平
和
祈
念
館

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大

78
会
に
参
加

令
和
５
年

月

日(

木)

、
東
京

12

14

の
自
由
民
主
党
会
館
で
、
全
国
の
戦

没
者
遺
族
代
表

名
が
参
集
し

3
4
6

て
、
第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

78

が
開
催
さ
れ
、
令
和

年
度
政
府
予

6

算
に
要
望
事
項
が
完
全
実
現
す
る
よ

う
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
県
連
盟

か
ら
は
、
大
月
理
事
長
を
は
じ
め
７

名
の
役
員
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

本
県
参
加
者
は
、
地
元
選
出
自
民

党
国
会
議
員
に
対
し
、
同
大
会
の
決

議
事
項
が
実
現
す
る
よ
う
、
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た

活
動
の
結
果
、
最
重
点
要
望
事
項

で
あ
り
ま
し
た
「
平
和
の
語
り
部
事

業
」
が
新
規
に
予
算
化
さ
れ
る
な
ど
、

概
ね
要
望
に
そ
っ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
岡
山
県
の
補
助

に
よ
り
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を

人
の
参
加
を
得
て
、

月

日

67

11

8

（
水
）
か
ら

日(

金)

の

泊
３
日

10

2

の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
の

月
９
日(

木)

に
は
、

11

午
前

時
か
ら
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

11

に
建
立
さ
れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
、

来
賓
と
し
て
木
村
俊
之
岡
山
県
知
事

代
理
、
小
倉
弘
行
岡
山
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事

代
理
、
照
屋
守
之
県
議
会
副
議
長
、

糸
満
市
長
代
理
、
我
部
聖
寿
沖
縄
県

遺
族
連
合
会
会
長
ら
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、「
岡
山
の
塔
」
沖
縄
並
び

に
南
方
諸
地
域
岡
山
県
出
身
戦
没
者

追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
月
健
一
県
連
盟
理
事

長
が
式
辞
を
延
べ
、
続
い
て
岡
山
県

知
事
や
県
議
会
議
長
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

女
性
部
・
青
年
部
研
修
会

の
開
催

～
「
平
和
の
語
り
部
」
学
ぶ
～

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
１
月
23

日(

火)

に
岡
山
市
内
で
、
女
性
部
員

や
青
年
部
員
な
ど

名
の
参
加
を
得

37

て
、「
令
和
５
年
度
岡
山
県
遺
族
連

盟
女
性
部
・
青
年
部
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
大
月
理
事
長
の
「
今

回
は
、
女
性
部
と
青
年
部
の
合
同
で

の
研
修
会
で
す
の
で
、
両
部
の
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
」
と
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
波
多

女
性
部
長
、
江
本
青
年
部
長
の
挨
拶

と
続
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
日
本
遺
族
会
の
細
貝

洋
子
広
報
担
当
課
長
に
お
越
し
い
た

だ
き
、「
戦
後

年
に
向
け
た
組
織

80

継
承
３
カ
年
計
画
」
と
そ
の
柱
で
あ

る
「
平
和
の
語
り
部
事
業
」
に
つ
い

て
、
熱
心
か
つ
具
体
的
に
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
決
定

～
平
和
の
語
り
部
事
業
取
組
な
ど
～

県
連
盟
で
は
、

月

日(

金
）

3

15

に
理
事
会
、
同
じ
く

日
（
火
）
に

26

評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審
議
・
決

定
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推
進

県

遺

族

通

信

並
び
に
国
立
の

戦
没
者
追
悼
施
設

建
設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、

各
界
代
表
の
岡
山

県
護
國
神
社
参
拝

（
３
）
市
町
村
に

お
け
る
慰
霊
祭
等

の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持
の
実
施

（
５
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰

霊
行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊

行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す

る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族

代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
の

実
施

⑥
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨

帰
還
事
業
、
政
府
及
び
日
本
遺
族

会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
及
び

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者

拡
大
の
要
請

（
２
）
特
別
弔
慰
金
の
継
続
に
向
け

た
要
望
活
動
の
展
開

(

３
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し

県
単
位
の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会

な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研

修
会
や
女
性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、

曾
孫
等
の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤
「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、

日
本
遺
族
会
発
行
の
「
日
本
遺
族

通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
平
和
の
語
り
部
活
動
へ
の
取
組

①

戦
争
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
遺

族
が
、
青
年
部
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
記
憶
を
伝
承
し
て
い
く
中
で
、

遺
族
会
活
動
を
次
世
代
に
継
承
。

②

語
り
部
事
業
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
平
和
の
語
り
部
の
発
掘

・
育
成
や
平
和
祈
念
館
で
の
語
り

部
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
。

③

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
部

の
会
」
の
企
画
・
実
施

（
３
）
財
源
の
確
保

①

公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期

間
等
を
見
据
え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、

各
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
４
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す

る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら

し
の
妻
へ
の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら

し
遺
族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

４

岡
山
平
和
祈
念
館
の
運
営

（
１
）
岡
山
平
和
祈
念
館
は
、
戦
争

と
平
和
を
考
え
る
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
く
学
校
関
係
者
や
県
下
各

界
各
層
に
対
す
る
広
報
活
動
を
実
施

（
２
）
遺
影
（
写
真
）
及
び
遺
品
の

受
付
・
展
示

県
遺
族
代
表
者
大
会
開
催

月

日
（
土
）
に
岡
山
市
立
市

11

25

民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
岡
山
県
戦
没
者

遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
。
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
六
百
三
十
人

の
遺
族
代
表
が
参
加
し
て
、
総
理
等

の
靖
國
神
社
参
拝
の
定
着
や
令
和
６

年
度
政
府
予
算
案
の
概
算
要
求
に
計

上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
項
目
の
完

全
実
現
な
ど
を
議
決
し
た
。

発行 :一般財団法人
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ః
和
е
К
慰
霊
大
ך
ࠄ
の

ٴ
̷
۴
ఫ
ܶ
ঘ

日
本
遺
族
会
で
は
、
൐
年
６
া
23

日
に
బ
ಐ
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
బ
ಐ
਴
和
࿕
ൢ
慰

霊
大
行
ਤ
」
の
参
加
者
を
൳
ૐ
し
て

い
ま
す
。

■
਋
৑

６
া

日
（
ଅ
）
␚

日

22

24

（
া
）
２
ຠ
گ
日

■
೛
ຠ

ຏ
ೱ
市
内
の
঍
ॸ
ル

■
申
込
ഁ
જ

া

日
（
স
）

4

26

■
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

ڳ
１-

１
ڳ
５)

ま
で

7

戦
没
者
遺
؂
の
ࠂ
՝
એ
৺

の
⛉
⛫
の

Ѕ
৺
߷

D
N
A

࡙
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、

༓

D
N
A

定
に
よ
り
戦
没
者
の
ご
遺
෗
の
ମ

元
を
特
定
し
て
ご
遺
族
ष
ନ
൬
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ठ
遺
೏
品
等
の
ু
ෳ
か

り
資
મ
の
な
い
ご
遺
෗
に
つ
い
て

も
、
令
和
گ
年

া
１
日
か
ら
は
、

10

༓
定
対
଴
地
域
を
ఁ
大
し
て
申
ட

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
戦
没

地
が
分
か
ら
な
い
場
合
も
申
ட
で

き
ま
す
。
）

■
対
଴
地
域

硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
బ
ಐ
、
ᄈ
୬
、
旧
९
連
等

（
旧
९
連
、
ঔ
ン
०
ル
）
、
タ
イ
、

中
部
୬
਴
ஞ
地
域
（
क़
ग़
ー
ク
島
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
ツ
バ
ル
、
ト

ছ
⑁
ク
諸
島
、
ঃ
ছ
オ
諸
島
、
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ॼ
諸
島
、

ও
ঞ
চ
ン
島
）
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ঀ
ঔ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
९
ロ
ঔ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

■
申
ட
で
き
る
方
、
申
ட
方
১
、

費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
の
঍
ー
঒
ঌ
ー
४
を
ご
༮
い

た
だ
く
か
、
同
省
঺
会
・
援
護
局

事
業
課

戦
没
者
遺
෗
༓
定
௓
ਤ

஼(

ઉ
通
ਗ਼
ਵ
：

-

0
3

3
5
9
5

-
)

ष
お
問
い
合
わ
せ
下

2
2
1
9

さ
い
。

ԅ
の
ʜ
ர
╾
ః
和
е
૚
Ћ
╗

～
̠
ٵ
ږ
౮
඼
׭
ͥ
の
ಇ
～

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
の
ట
வ
ත

子
（

歳
）
さ
ん
は
、
先
の
大
戦
に

95

ল
ྲ
し
た
兄
の
遺
品
の
਽
ຢ
を
৫
け

る
こ
と
な
く
大
જ
に
৳
ଵ
し
て
い
ま

し
た
。

ৈ
ೡ
と
な
り
、
自
分
に
も
し
୦
か

あ
れ
य
こ
の
਽
ຢ
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
と
ਞ
に
な
り
、
地
元
遺
族
会

の
人
に
ু
஫
っ
て
も
ら
い
、
਽
ຢ
を

৫
け
ま
し
た
。
中
に
は
、
ঀ
ー
ト
や

ু
໩
な
ど
に
加
इ
、
ল
ྲ
す
る
৐
ఽ

に
છ
い
た
છ
が
گ
ූ
ো
っ
て
い
ま
し

た
。「
元
ਞ
で
や
り
ま
す

達
者
で

や
れ
よ
」
な
ど
と
છ
か
れ
、
ੇ
族
を

ઓ
う
ਞ
੅
ठ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
આ
年
ڴ
া
ۃ
ڽ
ۀ

岡
山
ଣ
ଛ
局
に
਄
り
上
げ
ら
れ
ご
ோ

ੴ
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
ઓ
い
ま
す

が
、
岡
山
਴
和
࿕
念
ை
に
こ
の
છ
を

ఞ
贈
し
て
い
た
だ
き
、
展
ં
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
ਟ
ை
の
੠
に
は
छ

ひ
ご
༮
い
た
だ
け
れ
य
と
ઓ
い
ま
す
。

（
਴
和
࿕
念
ை
で
の
展
ં
状
ய
）

ࣈ
௅
ږ
ࢇ
౹
۴
৙
੗
ې

令
和
５
年

া

日(

স)

に
ಠ

10

13

ഢ
市
市
ড়
会
ை
に
お
い
て
、
遺
族

ら
஛
百
ે
名
が
参
ഔ
し
、
令
和
５

年
度
ಠ
ഢ
市
戦
没
者
追
悼
ૄ
が
৫

催
さ
れ
ま
し
た
。

ଏ
৐

ৎ
に
৫
ૄ
、
国
స
ผ
๼

10

に
ਢ
き
ஶ
霊
に
༷
ᒧ
、
ట
藤
ಘ
織

市
長
が
ૄ
ോ
を
஽
स
ら
れ
た
。
ਢ

い
て
、
大
া
௏
一
岡
山
県
遺
族
連

（
ట
東
市
長
に
よ
る
৫
ૄ
の
ോ
）

盟
理
事
長
を
は
じ
め
ਟ
ᇙ
の
追
悼

の
ോ
が
あ
り
、
遺
族
代
表
と
し
て

同
市
遺
族
連
合
ੈ
৮
会
の
井
上
晴

夫
会
長
が
、
ເ
୲
਴
和
実
現
の
た

め
ৡ
を
๳
く
す
຺
を
࿐
っ
た
。

ज
の
৏
、
参
ഔ
者
代
表
ら
が
献

୨
を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
ጽ
福
を

お
࿕
り
し
ま
し
た
。

ʜ
आ
ͥ
の
੼
┹

␯
令
和
６
年
５
া
␰

日

県
戦
没
者
ஐ
ఛ
慰
霊
ມ
（
県

5

護
ᚷ
神
঺
）

日

県
護
ᚷ
神
঺
ஐ
ఛ
慰
霊
大
ມ

6
（
県
護
ᚷ
神
঺
）

~

日

合
同
ଢ଼
ఊ
会
（
山
ઠ

28

29方
એ
）

␯
令
和
６
年
６
া
␰

␚

日

బ
ಐ
਴
和
࿕
ൢ
慰
霊

22

24大
行
ਤ

␯
令
和
６
年
ڳ
া
␰

␚

日

県
連
盟
慰
霊
ଢ଼
ఊ

16

17
（
၃
ᚷ
神
঺
・
ৗ
ృ
段
会
ை
）

␯
令
和
６
年
ڴ
া
␰

日

全
国
戦
没
者
追
悼
ૄ
（
日

15

本
૱
੊
ை
）

Ⓟ
ఘ
ܶ
֍
л
Ⓠ

日
本
遺
族
会
の
「
਴
和
の
ୁ
り
部

事
業
」
に
国
の
予
઴
が
付
き
、
全
国

の
遺
族
会
で
਄
組
ि
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
০
৏
、
皆
様
方
に
本
県
の

方
ଉ
等
に
つ
い
て
、
ਃ
会
を
ኇ
इ
て

お
ં
し
を
し
た
い
と
અ
इ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
੍
援
、
ご
ੈ
ৡ
方
よ
ろ

し
く
お
ൢ
い
し
ま
す
。（
ੜ
本
）

ట
ূ


